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担当教員 (複数の教員が担当
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授業⽅式

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

成績評価の基準

履修にあたって
の留意事項

2025年度前期 2.0単位

8125 博物館経営論 週間授業

なし

全学年履修可 × ×

⽉曜5限

J302教室

半⽥ 滋男

半⽥ 滋男

主には美術館の経営的問題、博物館をめぐる現状を素材にする。資格課程のなかに位置するが、資格取得のみが⽬的の授業とは考えてい
ない。今⽇の⽇本の⽂化施設は、急激な変化の過程にある。その状況を把握、分析して問題点を明らかにして欲しい。⼀体、誰が⽂化の
主体か？

考察すべき事例は⾝近な地点に多くある。報道資料、担当者の知る実例、法規を素材に⽂化施設の分類と運営実態、また近年の⽂化政策
について考察する。美術業界のしくみにも触れる。

対⾯科⽬

イントロダクション 博物館におけるマネージメントの意味 対⾯授業

博物館の諸相 経営⾯からみた博物館の分類と、各々の特徴 対⾯授業

公的博物館の経済 収⼊⽀出のしくみ：特に国公⽴施設について
オンデマンド
型オンライン
授業

独⽴⾏政法⼈制度 独⽴⾏政法⼈の経緯としくみ
オンデマンド
型オンライン
授業

指定管理者制度 指定管理者制度の経緯としくみ
オンデマンド
型オンライン
授業

博物館の経済と寄附制度 収⼊⽀出のしくみ及び寄付に関する制度
オンデマンド
型オンライン
授業

博物館のスタッフ 学芸員・専⾨的職員と職員組織の機能
オンデマンド
型オンライン
授業

博物館の設備 博物館固有の設備の様々について 対⾯授業

博物館のミッション ミッションステートメントの意義について 対⾯授業

博物館と倫理 博物館が意識すべき倫理と危機管理について 対⾯授業

広報活動 広報活動の⽅策とその実際の展開 対⾯授業

博物館の収益事業 ミュージアムショップ等付帯機能の重要性と展開の様々 対⾯授業

博物館と市⺠ 市⺠のコミットメントと、市⺠による博物館像 対⾯授業

博物館と教育 博物館に関係する関連機関・団体及び教育機関との連携 対⾯授業

博物館と地域社会 博物館と地域社会の連携の実態及び重要性について 対⾯授業

期間中に課す⼩課題、レポート及び最終試験による。積極的な質問を歓迎し、評価の対象とする。

第3回〜第7回はオンラインで実施。
但し上記内容は状況に応じて変更することがある。
資料は原則的に授業時に配布するがポータルサイトを通じて配信することもある。
対⾯授業中に無断でスマートフォン等のデジタルデバイスを使⽤している者は⽋席として扱う。



オンライン授業
⽅式(同時双⽅向
型・オンデマン
ド型)の詳細

【種別】⼈数制
限（抽選）授業
の優先条件

◆教科書・教材

教科書以外に必
要な教材費⽤

教科書 教科書(ISBN)

参考⽂献 参考⽂献(ISBN)

教材費は不要。
⾃主的な⾒学の費⽤は本⼈負担。

資料を配付する。

授業中に指⽰または配布する。


